
平成25年12月橋本市議会定例会会議録（第５号）その６ 

平成25年12月５日（木） 

                                          

（午後４時20分 再開） 

○議長（石橋英和君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

                     

 日程第31 議案第14号 市道路線の認定に

ついて 

○議長（石橋英和君）日程第31 議案第14号 

市道路線の認定について を議題といたしま

す。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）今回これ、京奈和の側

道だと思うんですけれども、供用開始等に少

し興味があるので、ちょっと聞かせていただ

けますか。 

○議長（石橋英和君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）今回上げさせてい

ただいております路線をもちまして、京奈和

側道については全て完成することになります。

ただ、京奈和側道につきましては、他の民間

から市が受けまして、いただく場合には、全

て工事が完了して、直ちに供用開始できる状

態で認定を上げさせていただくんですけども、

今回の国関係のあれにつきましては、事前に

計画段階で認定していただいております。 

 今回につきましても、計画で認定していた

だくことになるんですけども、現在、現場は

工事中でございます。国のほうの予定ですと、

できれば年内には完成させたいと。ただ、現

場の状況いかんによっては、ちょっと年越す

可能性もあると思いますけども、予定どおり

いけば、１月中ぐらいには供用開始できるん

ではないかというふうなことで、ただし、安

全確認等いろいろ工事完成以後も諸手続きが

要りますので、しかし、できるだけ早くその

ぐらいのタイミングで供用開始できたらなと

いうふうに考えております。 

○議長（石橋英和君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）よかったなというか、

それすごく期待しているんですけれども、安

全対策に関して、やっぱりここは橋本東イン

ターから直線で入ってこれる道なので、以前

に私、事故の相談を受けたときに、すごく見

通しが悪いというか暗過ぎてという部分があ

ったかと思います。それはバイクの事故でし

たけれども、京奈和の側道のところというの

はちょっと不安があるので、できた時点で、

できる限りそういう夜間の通行関係もしっか

りとチェックをしておいていただきたいとい

うことです。その辺はどうでしょうか。 

○議長（石橋英和君）建設部長。 

○建設部長（松浦広之君）街路照明について

は、道路管理者として設置する必要があると

考えておりますので、今回のこの点につきま

しても、そういった点についても十分検討し

たいと考えます。ただ、交通量というのは、

思わないような交通量があったり、交通形態

になりますので、やはり、供用開始後は非常

に現場を注視して、どういう交通形態である

かというのも十分確認しながら、その以後も

安全対策等については十分検討していきたい

というふうに考えます。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第14号に

ついては、経済建設委員会に付託いたします。 
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 日程第32 議案第15号 公の施設の指定管

理者の指定について 

○議長（石橋英和君）日程第32 議案第15号 

公の施設の指定管理者の指定について を議

題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）先ほどの補正の続きで、

もう踏み込んで、今回は社会福祉協議会のほ

うに指定を継続されるということで、先ほど

も言わせていただきましたけれども、今後の

市で、ＮＰＯであったり市民団体を育ててい

けるような仕組み、それは市の職員がやると

か、社会福祉協議会がやるというよりも、で

きる限り、その団体の中から運営ができるよ

うに育てていっていただきたいというふうに

思っております。なので、将来的には、社会

福祉協議会でないとだめということでなくて、

育成していくということも目標として業務の

ほうを受託していただけるようにしていただ

きたいんですけれども、その点はいかがでし

ょうか。 

○議長（石橋英和君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）そういう考え方も必

要かとは思いますが、今回は社会福祉協議会

に選定させていただいているといいますのは、

社会福祉協議会に対して、人件費というのは

市が事務部門は全額負担をいたしております。

それと、あと、社会福祉協議会自体は、そう

いった福祉関係の団体との非常に強い連携を

しながら、会員団体とかもたくさん抱えてお

りますし、ボランティア団体との関係もござ

いますので、そういったボランティアセンタ

ーの運営の中で培ったノウハウであるとか、

あと、それ以外にここに至るまで、社会福祉

協議会自身が県下のＮＰＯのそういったセン

ターをいろいろと現場へ出かけられて、自分

とこが受けるためにどういったことをしてい

くかということもかなり研究されまして、い

ろんなノウハウというのか、そういうものも

身につけながら、今回に至っておりますので、

基本的には経費面においても、いろんな信頼

度からいいましても、社会福祉協議会が適任

であるということで、市としても判断してお

りますので、今後につきましては、やっぱり

社会福祉協議会のその運営状況を見た中で、

例えば、もう社会福祉協議会がそれを受ける

のをとてももうよう続けやんよとか、それか

ら、団体のほうから、社会福祉協議会だった

らぐあい悪いとかというようなそういった意

見が出てきたら別でございますけれども、基

本的には、社会福祉協議会で継続していきた

いなというふうに考えております。 

○議長（石橋英和君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）別に今回は、社会福祉

協議会でって別にいいと思うんですよ。そう

いう団体が今育ってきているわけではないの

で。 

 少し気になるのが、社会福祉協議会がやっ

ていて、今回、前の市民安全課だったときか

らの引き継ぎできてたと思うんです。かわり

ましたけども。そこからＮＰＯの講座とかを、

多分和歌山のＮＰＯセンターのほうに委託を

されています。実際に来られた先生、別にそ

こで否定するつもりはないんですけども、正

直なところすごく誤解を生むような内容がち

ょっと含まれていました。というのも、具体

的に言うと、任意のＮＰＯと法人としてのＮ

ＰＯ、どっちでもいいと。確かにそうなんで

す。でも、ＮＰＯという名前は、これは法人

格で使われる名前なので、任意のＮＰＯも、

ＮＰＯという名称を使ってもいいように誤解

をしていらっしゃった方が実際いらっしゃい

ます。 
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 何でそこを今これで言うかというと、必ず

しも、和歌山のＮＰＯはいい内容かというと、

まだまだ全国的にいうと、実績的にちょっと

まだ遅れていると思います。それは、一昨年

の全国ＮＰＯ大会が奈良であったときに、和

歌山県から行ったのは私１人だったんですよ。

ほか、もう近県も何十人て来ているのに、そ

んな状態なんです。そこでいくと、ちょっと

情報源を社会福祉協議会にお願いするにして

も、できる限り、その偏った運営とか実績を

調査するということではなくて、できる限り、

ちょっと広範囲に広げていただいて、情報で

あったり、講師の方であったりとかにお声か

けをいただけるように、内容の充実をやっぱ

り図っていっていただきたい。その講師の方、

今、特にスタートの時点ですから、すごく大

切なんだと思うんです。そこで、踏み間違っ

てしまうと、市民団体というところもなかな

か前に進まなくなってきますから、その点を

重々考えて、社会福祉協議会のほうにお願い

していっていただきたいと思いますが、いか

がでしょうか。 

○議長（石橋英和君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）その点については、

社会福祉協議会のほうにも、できるだけ講師

を選ぶときには、いろんな情報をもっていい

講師を選択していただくように、うちのほう

からも指導していきたいと思います。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）ちょっとお聞きしたい

んですけども、同じようなことになると思う

んですけれども、和歌山の県と連携をとりな

がら、ビッグ愛で、ＮＰＯサポートセンター

というのがありますね。これも15年ぐらいに

なるかな、ＮＰＯ法人がある程度国からとい

うか、県のほうもなんですけども、ビッグ愛

で県と連携を持って、そして、県下的に非常

に各市町村のＮＰＯの団体と連携をとりなが

ら、県が指導していただいておるんですけど

も、ビッグ愛の６階やと思うんですけども、

かなりの団体で、もちろん橋本市を県事務所

のほうで、何回かＮＰＯ法人の団体あるいは

法人の持たない団体についても、毎年やって

おりました。そことの、ビッグ愛とのかかわ

りというんですか、今、これ、指定管理で上

がってきているのが、橋本市の独自の要する

にサポートセンターという位置づけになるん

か、もう一度聞いておくんですけども、ビッ

グ愛との、それにちなんで、要するにそうい

うほかのＮＰＯ団体とも連携をしながら、か

なり、補助金制度もたくさんあるわけですね。

たくさんありますね、補助金が。県のほうか

らもたくさん出ています。そういった補助金

を事業していく団体がたくさんそれぞれある

んやけども、今はビッグ愛のほうで、全部資

料として送ってきています。月に１回ないし

２回ぐらい。いろいろな情報も全部送ってき

て、例えば、男女共生、そういう事業とか、

あるいは、環境に対するそういう補助とか、

県のあれ何課やったかな、副市長知っていま

すわな、ＮＰＯ推進室というのか、そこが主

体になってやっていますね。 

 そういう県との連携というんですか、社会

福祉協議会にも橋本市が立ち上げるんやけど、

そういう橋本・伊都、橋本市は橋本市だけに

なるんかわからんけれども、そういう立ち上

げているＮＰＯに対するそういったサポート

していくための補助とかそんなん、県との連

携を持って、補助金申請をして、例えば50万

円とか100万円とか、200万円とか300万円、あ

るいは、500万円って。大きいやつやったら

1,000万円ぐらいのやつもあるんやけど。そう

いうものを社会福祉協議会が、ほかの団体を

サポートしていくためのそういう仕組みにし

ていくんか、もう自分とこだけが、県と補助
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金をもうて、自分とこで事業していくんかと

いう、そこの位置づけだけちょっと教えてお

いてもらえますか。社会福祉協議会が受ける

んやけれども、ほかの団体とも連携をしてい

くのか、あるいは、社会福祉協議会も同じよ

うにそういう補助をもらいに行って、自分と

こで活動するそういう団体になるんかという

ことをお聞かせください。 

○議長（石橋英和君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）まず、今回上程して

おりますＮＰＯの活動センターですけれども、

そこは社会福祉協議会が指定管理者として受

けていただく予定なんですけれども、その社

会福祉協議会自体は、今現在は市からの委託

でやっておりますけれども、現状を申し上げ

ましたら、社会福祉協議会もそのノウハウと

いうのがまだ十分ではございませんので、和

歌山県の県のＮＰＯサポートセンターから、

月に当初は、毎週１回だったと思うんです。

今現在、もしかしたら月２回になっているか

もわかりませんけれども、その専門の職員を

派遣していただいて、市内のＮＰＯの、いろ

んなＮＰＯの法人格をとるための申請の手続

きでありますとか、その活動についての助言

でありますとか、いろんなその講座というの

も、そのＮＰＯサポートセンター、県のサポ

ートセンターのほうにお願いしてやっていた

だいております。 

 将来的には、その一部はやはり受けていた

だく社会福祉協議会のほうで、そういったこ

ともできるようにやっぱりなっていただきた

いなというのが本市としての考えですけれど

も、やはり専門的ないろんな情報というのを、

県のＮＰＯサポートセンターのほうはお持ち

ですので、先ほど井上議員がおっしゃられた、

いろんな県の補助金であるとか、そういった

ことについての情報についても、そちらのほ

うから市内のそういった法人のほうに、あと、

講座を通じて、そういった情報を伝えていっ

ていただいております。 

 あと、その県の補助金を使っていくことに

つきましては、いろんなこういう補助金があ

るという情報としていただいておりますので、

それを使って、橋本市のそういったＮＰＯ法

人、あるいはそういった団体、そういった方

が手を挙げていただいて、それを活用いただ

くというような取り組みというのは、指定管

理者としてもやっていただきたいと思います

し、県のほうへ委託している事業の中でも、

そういった周知も行っていっていただけてい

るというふうに考えております。 

○議長（石橋英和君）18番 井上君。 

○18番（井上勝彦君）そのとおりやと思いま

すけど、今、橋本市でようやくこういう形で

立ち上がってきたなということでうれしく思

っております。 

 実は、私もＮＰＯの法人の立ち上げもした

経験もございますし、今でもまだその法人は

使っておりません。ただ、年に１回、福祉関

係について、一応ボランティアというんです

か、100人規模で年に１回ぐらいはほんまにボ

ランティアでやって、収支とかそんなんは全

くゼロでございます。もう立ち上げて10年ほ

どになるんやけど、橋本市でそういうサポー

トセンター的なものが立ち上がったらなとい

うことで、例えば、ありんこの会とかそうい

う方々にも、言うたら、県のサポートセンタ

ーって県の職員ですので、もう本部直轄です

ので、直接こういう障がい者の補助金はこう

いうふうにありますよと、こういう計画を立

てたら、お使いになりませんかとか。あるい

は、シルバーのそういう事業については、Ｎ

ＰＯでやってくれんやったら、そういう、例

えば、発動機とか草刈りとか、そういったも

のの補助金が限度額100万円ほどあるので、そ

れを使いませんかというようなことで、個々
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にやっていたわけですね。 

 そういうことを要するに、今のこのサポー

トセンターが、県のビッグ愛の県との連携を

持ちながら、橋本市が持っている各種団体が

たくさんあると思うんです。何十団体かある

と思うんですけども、そういう団体の人を集

まってもらって、そこで、この団体にやった

ら、こういう補助金どうですか、使って、市

民のためにいっぺんやってくれやんかいとい

うようなまとめ役というんですか、そういう

社会福祉協議会が県と直結して、そして、市

が補助金を研修に行って、やっぱり受けて、

そして、社会福祉協議会がそういうサポート

を、ＮＰＯ団体のサポートをしていくという

そういう一つの位置づけをやってもらうよう

にしたら、なお、この充実していきますので

ね。私はそれが一番ありがたいなと。自分と

こが補助金だけもうて、社会福祉協議会でこ

ろっとやるんやったら、もうほかの団体も皆

一緒ですので。それぞれ取り合いになると思

うんです。ほんでに、年間に十や二十の補助

金、たくさんというか、毎月ほど県のほうか

らニュースとして流してくれます。ほんで、

ボランティアの多いところについては、かな

り県も補助金がたくさん出ています、副市長

もご存じやと思いますけども。年間6,000万円

から１億円ぐらいの予算はずっと県下的に、

100万円とか50万円とかって、細かく、そのボ

ランティア組織にやっぱり出しているわけで

すね。 

 そういうふうなことを、要するにこの橋本

市で立ち上げてくれたというのはありがたい

んやけど、位置づけだけはきちんと押さえて

おいてほしいなと、社会福祉協議会に対して。

そういうふうな団体を集まってもらって、幅

広く、障がい者とか、あるいは福祉、シルバ

ー含めて、環境とか、今たくさんあるんやけ

ども、そういうのも、やっぱりこういう補助

があるので、あんたとこの団体でいっぺんや

ってみやんかいと。それをまた県からも指導

して、いっぺんまたいろいろ計画も出します

よというようなことで。そういうやっぱりま

とめ役の橋本市のサポートセンターになって

いただくように、市のほうからもお話をして

いただきたいなと思うんですが。 

○議長（石橋英和君）市民生活部長。 

○市民生活部長（石井美鈴君）議員おただし

のとおりだと思っておりまして、社会福祉協

議会に対しましても、市のほうから強くその

ように申し入れております。県のほうからは、

和歌山サポートセンターのほうから、市のほ

うへ行きました情報につきましては、サポー

トセンターの市民活動サポートセンターのほ

うへパンフレット等なり設置しておりますの

で、社会福祉協議会の職員についてもそのよ

うに情報提供してもらうようにしております

ので、今後ともよろしくお願いいたします。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第15号に

ついては、総務委員会に付託いたします。 

                     

 日程第33 議案第16号 公の施設の指定管

理者の指定について 

○議長（石橋英和君）日程第33 議案第16号 

公の施設の指定管理者の指定について を議

題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）応募法人数が３法人で、

そのうちの最高点をこの子どもの家の福祉会

が取られたということなんですけれども、あ

とのこの２法人の点数が何点だったのかとい
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うのが１点と、だいたいこの指定管理者を選

ぶ選定委員会の中には、この保護者の皆さん

も委員で入っておられて、ここにも、参考資

料の中でも、この応募法人の運営子ども園、

保育園を現地調査して、その中でいろいろと

選ばれていると思うんです。その保護者の皆

さんがこの子どもの家福祉会を一番いいと思

われた点はどこだったのか、その２点につい

てお願いします。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）近いかどうか

というのは、個人的な感覚もございますが、

私は僅差だと感じております。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第16号に

ついては、文教厚生委員会に付託いたします。 ○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（枡谷俊介君）選定結果の点

数についてのおただしですが、１番はそこに

書かせていただいておりますように、平均点

が71.5点ということでございましたが、２位、

３位については規定から述べることはできま

せんので、差し控えさせていただきたいと思

います。 

                     

 日程第34 議案第17号 公の施設の指定管

理者の指定について 

○議長（石橋英和君）日程第34 議案第17号 

公の施設の指定管理者の指定について を議

題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 ３園につきまして視察をさせていただきま

したが、それぞれにいい所もあり、それぞれ

の委員さん、それぞれが感じたことというの

は別々でございますので、全体的にどうとい

うようなことは私の口からはちょっと述べる

ことはできません。 

 質疑ありませんか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）17号で、これは参考資

料のほうの議案第17号、選定理由に関しての

部分で、今回は継続で競合はないので、その

ままを書かれている、前回と同じように書か

れてあるんだと思うんですが、そこで気にな

るのは、運営実績の面は問題なくと、確かに

運営はできたとしても、今回のように、経営

判断的にこの場所をこれでやれるということ

を、まずは前回の指定管理の選定のときにや

っておられるわけで、そこがやっぱり問題な

んだと思います。その点に関しては、どのよ

うに市は今回のこの継続の指定に関して捉え

られているのか、ご答弁いただけますか。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）２番 阪本君。 

○２番（阪本久代君）今まで、前のときは私、

文教に所属していたので、その文教厚生委員

会の中で聞いたのかもしれないんですけれど

も、すみだこども園だったら食育がいいとか

ということで、今までの保育の中で一番いい

ところとかという説明を聞いたような気がす

るんです。それで、今回どうだったのかと思

って質問したんですけれども。もう答えられ

ないということなので仕方がないかなとは思

いますが、あと、点数については答えられな

いということなんですけど、そうしましたら、

大差があったのか近かったのかと、それだけ

お願いします。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（大倉一郎君）最初の段階での、

ケービックスを選んだ段階では、企業側にと

りましては何も外的な要因的なものがないと

いうような形の経営状況を考えておったと思

います。ただ、今回、経営にあたりまして、
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いろんな外的要因、先ほどもちょっとお話を

させていただきましたけども、外的な要因の

ために経営が、赤字が続いてきたというよう

なことでございますので、市のほうも、経営

に関しては、市がケービックスに指定管理を

任せているというところもありますので、市

も努力をしながら、また、今指定管理されて

いるケービックスについても、経営状況を少

しでも改善できるような努力をしながら、進

めていきたいなと思っております。 

○経済部長（大倉一郎君）400万円をかけない

で、指定管理ケービックスに任すということ

自体は、非常にもう困難だと思います。それ

で、この26年、27年、２年間ですけども、ケ

ービックスに400万円を市のほうから補填を

していくような形で、経営を任すにあたって

は、市も努力しながら、また、ケービックス

も努力をしながら進めてまいりたいと思いま

すので、よろしくお願いをしたいと思います。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

 17番 松本君。 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）17番 松本君。 ○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 ○17番（松本健一君）今回は経済建設にこれ

付託されると思うんですけど、うちの会派は

経済建設委員はいないので、ここで聞きたい

んですけどね。本当にここでいいんかどうか

というのは、我々の判断では、前回の経済建

設委員会で、どちらともとれなかったわけで

すよ。あけてみないとわからないなという認

識で、皆さんからの答弁を信じた、先ほどの

病院のほうと一緒ですよ。信じてくださいと

言われて信じた。でも、今回、400万円、２年

で800万円というところを突きつけられると、

何を信じれるのという。これまた、同じこと

繰り返すんでしょう、そう言わざるを得ない

んですよ。ここを通してしまったら、また、

税金どんどん出ていくだけの話になります。

その辺を、本当に不信を抱きます。今の状況

で、これで市民に説明せいというのは、本当

に責任を担えない状況になると思います。 

 ただ今議題となっております議案第17号に

ついては、経済建設委員会に付託いたします。 

                     

 日程第35 議案第18号 製造の請負に係る

委託契約の締結について 

○議長（石橋英和君）日程第35 議案第18号 

製造の請負に係る委託契約の締結について 

を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 ３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）これは消防の通信指令

共同整備指令システム構築委託業務というこ

とで出ております。たまたまなんですが、朝、

ニュースで見ておってびっくりしたんですが、

名誉のために、ある自治体と言うとこうかな。

救急車の要請を受けて、２回も連続で要請の

あった家に到着してないんやな。１回は死に

至るといいますか、５分とか10分とか遅れて

いるということで、なぜそんなこと起こった

のかといいますと、約13万世帯の対象にして

いる指令のシステムが、8,000世帯しか、ここ

の参考資料の中の12ページですか、２の消防

指令システム装置の構成概要ということで、

（３）に地図等検索装置というのがあります

 そこは、経済建設委員会のほうで十分に議

論をしていただこうと思いますけれども、当

局側としては、ここ、我々に信じてください、

もう絶対、できる限りの経営努力をさせます、

400万円はかけなくても済むようにしますと

いうところを、意気込みを、もう一度確認さ

せていただきたいと思います。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 
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よね。これが、13万世帯あるのに8,000世帯の

地図といいますか、要するに、システムの中

に入ってないがために、その救急車の要請の

あったところに行けないわけなんやな。そう

いうことというのは、普通起こり得ないと思

うんですけれども、こういう非常に多額の予

算を投入するわけですけれども、そこで伺い

たいのは、一旦そのシステムをつけるといい

ますか設置した場合、こうした地図関係とい

うのは非常に変化が起こりますよね。少子高

齢化と、特に橋本市の場合なんかは、新しく

入居されたりとか。そうしたことに対しての

対応というのは、十分にこの入札の段階とい

いますか、しっかりとした契約等はできてお

るのか、この点を伺っておきます。 

○議長（石橋英和君）議長より申し上げます。

本日の会議時間は議事の都合により、あらか

じめこれを延長します。 

 消防長。 

○消防長（大谷 明君）今おただしの地図検

索装置の対応できているかというおただしな

んですけども、今使っている地図検索装置は

新しく入居された方とかが入りますと、その

データを１件１件、全部地図検索装置に入力

することになっております。そういうことで、

少しのタイムラグはあるんですけども、常に

最新の地図検索装置ということになっており

ます。今回また導入する地図検索装置につい

ては、今よりも高度なものになってきますの

で、３消防で九万四、五千の人口になるかと

思うんですけども、十分に入力できる容量は

持たせてあります。 

 以上です。 

○議長（石橋英和君）３番 富岡君。 

○３番（富岡清彦君）ということは、まあま

あ最新の最先端といいますか、まあ言うたら、

１件ももれなく、１世帯ももれなく入力され

て、救急車等の要請にはもうしっかりと対応

できるということですね。そこを、再度とい

いますか、もう今の説明でわかったんですが、

しっかりと確認をしておきます。 

○議長（石橋英和君）消防長。 

○消防長（大谷 明君）今申したように、地

図検索装置はそのようにして、常に最新の状

態にしてあります。それと、あと位置情報シ

ステムといいまして、発信地表示、そして、

携帯につきましても、どこからかけているか

という絞り込みができるようになっています。

それを、今の新しい指令装置はそのまま車両

等に場所を送れるようになっていますので、

その点は間違いなしに行くようになっており

ます。 

○議長（石橋英和君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第18号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第18号 製造の請負に係る委

託契約の締結について を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 
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 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第36 選第１号 人権擁護委員候補者

の推薦について 

○議長（石橋英和君）日程第36 選第１号 人

権擁護委員候補者の推薦について を議題と

いたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております選第１号につ

いては、委員会の付託を省略いたしたいと思

います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより選第１号 人権擁護委員候補者の

推薦について を採決いたします。 

 本件はこれに同意することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石橋英和君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本件はこれに同意することに決し

ました。 
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